
山
科
東
工
業
団
地

25
年
度
中
の
売
却
は
可
能
か

企
業
誘
致
は
雇
用
と
税
収
の
確

保
の
た
め
重
要
で
あ
る
。
計
画
年
度

中
の
具
体
的
売
却
見
通
し
は
。

本
工
業
団
地
の
東
名
・
新
東
名

に
近
い
優
位
性
を
活
か
す
た
め
、
募

集
対
象
に
高
度
な
物
流
施
設
を
加
え

た
結
果
、
物
流
業
者
の
事
業
提
案
な

ど
効
果
が
出
て
い
る
。

 

遠
州
灘
海
岸
防
潮
堤
強
化
を

県
に
働
き
か
け
を

県
は
、
自
然
地
形
で
破
堤
し
な

い
と
の
見
解
で
あ
る
が
、
具
体
的
調

査
と
強
化
策
を
要
望
す
べ
き
で
は
な

い
か
。7

月
に
、
関
連
市
と
共
に
防
潮

堤
の
「
静
岡
モ
デ
ル
推
進
検
討
会
」

を
設
立
し
た
。
具
体
的
な
対
策
工
法

等
を
ま
と
め
、
早
期
実
施
に
向
け
て

予
算
確
保
が
図
れ
る
よ
う
県
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

4
年
生
の
受
入
を
可
能
に

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
対

象
児
童
が
小
学
校
6
年
生
ま
で
拡
大

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
段
階
で

も
ス
ペ
ー
ス
や
指
導
員
が
確
保
で
き

れ
ば
、
4
年
生
以
上
を
受
け
入
れ
る

考
え
は
あ
る
か
。

平
成
26
年
度
は
、
定
員
に
余
裕

の
あ
る
施
設
は
、
ク
ラ
ブ
側
と
協
議

を
行
い
、
ま
ず
4
年
生
の
受
入
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

第
四
次
地
震
被
害
想
定
公
表
後
の

 

地
震
対
策
は

太
田
川
の
堤
防
の
強
度
は
ど
う

か
。

静
岡
県
に
お
い
て
堤
防
の
土
質

調
査
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
耐
震

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
太

田
川
左
岸
側
の
河
口
か
ら
豊
浜
橋
上

流
5
0
0
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
の
補

強
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
27
年
度
ま
で
の
3
カ
年
で
、
堤
防

の
耐
震
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。隣

接
す
る
磐
田
市
豊
浜
地
区
と

の
津
波
避
難
対
策
の
連
携
・
調
整
は
。

津
波
避
難
施
設
の
位
置
な
ど
の

情
報
を
両
市
間
で
共
有
す
る
と
と
も

に
、
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

隣
接
す
る
津
波
避
難
施
設
を
相
互
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
磐
田
市
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。      

 

地
震
・
津
波
対
策
整
備
の
た
め

の
基
金
の
創
設
は
ど
う
か
。

津
波
対
策
を
早
期
に
行
う
た
め

に
、
一
つ
の
方
法
と
し
て
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
産
業
界
や
自
治

会
連
合
会
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
基
金
の
必
要
性

や
目
的
な
ど
を
明
確
に
す
る
中
で
、

創
設
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

戸
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哲
夫 

議
員

津波避難施設「きらりんタワー」
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ふくろい

よ り よ い ま ち づ く り を め ざ し て
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